
第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-1 R2 70 28 評価

R3 75 26

R4 80 29

R5 85 48

単位：件 R6 90 61

R2 22 0 評価

R3 22 1

R4 22 1

R5 22 0

単位：件 R6 22 15

2-1 R2 12 12 評価

R3 12 12

R4 12 12

R5 12 14

単位：回 R6 12 14

R2 22 4 評価

R3 22 7

R4 22 1

R5 22 6

単位：回 R6 22 15

3-1 R2 1 1 評価

R3 1 1

R4 1 1

R5 1 1

単位： R6 1 1

R2 220 100 評価

R3 220 93

R4 220 90

R5 220 111

単位：件 R6 220 136
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設
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用

Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ

協議体設置地区において、社
会福祉協議会の取り組みに
ついて周知を行った。また、次
年度に向けて地区別懇談会
開催の準備を実施した。

桐生市第４次地域福祉計画・
地域福祉活動計画の策定に
向け、15ヶ所（22地区）で地区
別懇談会を開催し、協議体設
置地区においては社会福祉
協議会の取り組みについて周
知を行った。

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標1

安心・安全の地域づくり

C：変化なし

福祉のまちづくり
セミナーの開催

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により参集形式での
開催が困難であるため、映像
資料を作成した。

新型コロナウイルス感染症対
策として参集形式とオンライ
ン配信の併用でコロナ禍での
地域福祉活動についてと題し
てセミナーを開催した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、参集形式で
の地域での集いの場の開催
ができず、サロン活動助成件
数は著しく減少した。一部地
域においては感染対策を実施
した上で、地域サロンが開催
された。

総評

引き続き、新型コロナウイル
ス感染症の影響により助成件
数は減少したままであるが、
再開させるサロンも増えてき
た。

サロン活動事業
助成件数

地区別懇談会開
催回数

Ｄ

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

② 活動情報の提供

桐生市第４次地域福祉計画・
地域福祉活動計画の策定に
向け、15ヶ所（22地区）で地区
別懇談会を開催し、住民の幅
広い意見・提案を反映する取
り組みを進めた。

新型コロナウイルス感染症対
策をしながら、3年ぶりに参集
形式で開催することができた。
防災と福祉について考える機
会を市民に提供した。

サロンで活用できる健康づくり
と実技についてセミナーを開
催し、集いの場づくりへの支
援を行った。

認知症になっても安心して暮
らせるまちづくりのためのセミ
ナーを開催し、予防法や接し
方を学ぶことで集いの場づくり
への支援を行った。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響はほぼ解消し、施設で
のボランティア受け入れ数も
回復し、ボランティア希望者へ
助言及び情報提供を行った。

新型コロナウイルス感染症の
拡大の影響により、施設での
ボランティア受け入れができ
ず、件数が減少した。

引き続き、新型コロナウイルス
感染症の影響により、施設で
のボランティア受け入れがで
きず、件数が少ないままで
あった。

新型コロナウイルス感染拡大
の影響が残るものの、施設で
のボランティア受け入れ数も
わずかに回復し、ボランティア
希望者へ助言及び情報提供
を行った。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、施設でのボ
ランティア受け入れが出来
ず、件数が減少した。

総評

Ｄ

Ｂ

Ｄ

Ｃ

Ｄ

Ｄ

Ｄ Ｄ Ｄ

引き続き、新型コロナウイルス
の感染症拡大の影響により助
成件数は減少したままであ
る。少しずつ再開に向けた動
きはある。

前年に引き続き、新型コロナ
ウイルスの感染症拡大の影
響により助成件数は減少し
た。感染対策を万全にし工夫
して開催したサロンもあった。

地域福祉推進の中核となる民
生委員児童委員あてに、最新
の福祉動向や施策について、
定期的に情報提供を行った。

地域福祉推進の中核となる民
生委員児童委員あてに、最新
の福祉動向や施策、協議体
開催状況について、定期的に
情報提供を行った。

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
的な情報共有の場である地区
別懇談会の開催が出来な
かった。

Ｄ

総評

総評

サービスの質の
確保

②

② 計画の周知

①
住民ニーズに

合わせた基盤整備

地域福祉通信の
発行① 情報提供の充実

地区別懇談会・協
議体活動等を通じ
た計画及び進捗

情報の周知

ボランティアの相
談支援（登録・マッ
チング・ニーズ）

①
集いの場づくりへ

の支援

総評

地域福祉推進の中核となる民
生委員児童委員あてに、最新
の福祉動向や施策について、
定期的に情報提供を行った。

地域福祉推進の中核となる
民生委員児童委員あてに、
最新の福祉動向や施策につ
いて、定期的に情報提供を
行った。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
な情報共有の場である地区別
懇談会の開催が出来ず、説明
が出来ていない。なお、支部
長（区長）に対しては個別訪問
を行い、説明を実施した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
な情報共有の場である地区別
懇談会の開催が１jヵ所しか出
来ず、周知が十分できていな
い。一部の支部長（区長）に対
しては個別訪問を行い、説明を
実施した。

新型コロナウイルス感染症拡大
の影響により、地域の定期な情
報共有の場である地区別懇談
会の開催が１か所しか出来ず、
周知が十分できていない。一部
の支部長（区長）に対しては個
別訪問を行い、説明を実施し
た。

Ｄ

Ｂ

Ｂ Ｂ

Ｄ Ｄ Ｂ Ｂ

R6年度は助成件数が48件か
ら61件へ増加し、回復の動き
が見られたが、コロナ禍前の
水準には届かず回復途上にと
どまった。今後は継続的な取
り組みと新規立ち上げを後押
ししていくことが重要となる。

新型コロナウイルス感染症が
落ちついている時期に開催を
計画したが、再拡大により多
１ヵ所のみの開催となった。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
的な情報共有の場である地区
別懇談会が１ヵ所のみの開催
となった。

新型コロナウイルス感染症の
影響が残り地区別懇談会の
開催はできなかったが、介護
予防サービスの整備に向け
て、協議体を14回開催した。

Ｂ Ｂ

地域福祉推進の中核となる民
生委員児童委員を対象に、最
新の福祉動向や施策、協議
体開催状況について、定期的
に情報提供を行った。

Ｄ



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協 令和６年度

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標1

安心・安全の地域づくり

C：変化なし

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度

4-1 R2 50 22 評価

R3 55 21

R4 60 38

R5 65 42

単位：件 R6 70 41

5-1 R2 評価

R3

R4

R5

単位： R6

R2 10 4 評価

R3 10 3

R4 15 2

R5 15 14

単位： R6 15 15

健
康
・
介
護
予

防
の
推
進

災
害
時
な
ど
の
支
援
協
力
体
制

Ｃ Ｃ Ｃ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｂ Ｂ

市役所、民生委員等と連携
し、個別避難計画作成に向け
て災害時避難行動要支援者
名簿を活用した。

Ｃ Ｃ

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の自主
防災活動が縮小した。一部
地域においては、ポスティン
グや訪問による防災物品の
配付など、新しい形での活動
が実施された。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の自主
防災活動が縮小した。一部地
域においては、ポスティングや
訪問による防災物品の配付な
ど、新しい形での活動が実施
された。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響が残るものの、地域
の自主防災活動はコロナ禍
以前に戻りつつある。

Ｄ

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により休止していた
サロンの再開にあたり、感染
症拡大防止に向けた助言及
び情報提供を実施した。

新型コロナウイルス感染症の
影響によりサロンの件数は少
ないが、継続しているサロン
及び休止していたサロンの再
開にあたり、助言及び情報提
供を実施した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響が残るものの、サロ
ンの開催時の助言及び情報
提供を実施した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響が残るものの、地域
の自主防災活動は昨年の時
点でコロナ禍以前の水準に戻
りつつあり、今年は昨年を上
回る件数となった。

市役所、民生委員等と連携
し、要支援者名簿を活用した
個別プランの作成について
は、コロナ禍において実施で
きなかった。

市役所、民生委員等と連携
し、要支援者名簿を活用した
個別プランの作成について
は、コロナ禍において実施で
きなかった。

市役所、民生委員等と連携
し、個別避難計画作成に向け
て災害時避難行動要支援者
名簿を活用した。

新型コロナウイルス感染症の
影響が徐々に縮小する状況
においても、 サロン開催時に
は必要に応じて助言及び情報
提供を行った。

Ｄ

①

災害時避難行動
要支援者名簿の

活用

②
連携・災害時の体

制づくり

地域福祉活動推
進事業　自主防災

事業助成件数
総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の自主
防災活動が縮小したため、減
少した。一部地域において
は、ポスティングや訪問による
防災情報の周知、防災物品
の配布など、新しい形での活
動が実施された。

総評
①

Ｄ

Ｃ

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域サロン
への参加が出来ない状況で
あったため、件数は減少した。
一方で、再開サロンへの感染
症拡大防止に向けた助言及
び情報提供を実施した。

総評

市役所、民生委員等と連携
し、要支援者名簿を活用した
個別プランの作成について
は、コロナ禍においてほぼ実
施できなかった。

Ｄ

介護予防の普及
啓発

生活支援コーディ
ネーターによるサ

ロン支援件数



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-2 R2 600 3,680 評価

R3 700 2,097

R4 800 748

R5 900 679

単位：件 R6 1,000 495

R2 70 79 評価

R3 75 34

R4 80 45

R5 85 66

単位：件 R6 90 73

2-2 R2 10 8 評価

R3 10 8

R4 10 8

R5 10 8

単位：件 R6 10 8

R2 80 88 評価

R3 60 102

R4 65 80

R5 70 93

単位：件 R6 75 85

3-2 R2 85 36 評価

R3 85 33

R4 85 38

R5 85 70

単位：件 R6 85 87

R2 180 147 評価

R3 185 288

R4 190 363

R5 195 262

単位：件 R6 200 230

相
談
支
援
体
制
の
充
実

地
域
に
お
け
る
権
利
擁
護
の
推
進
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民
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士
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な
が
り

、
住
み
慣
れ

た
地
域
で
の
生
活
の
充
実

Ｃ

Ｂ

Ｄ

Ｄ

令和２年度 令和３年度

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標２

支え合いの仕組みづくり

C：変化なし

Ｂ Ｂ Ｃ

新型コロナウイルス感染症の
影響で件数は一時減少したも
のの、サロン活動は大幅に再
開が進みつつある。また、高
齢者の通いの場づくり応援事
業の利用も増加した。

② 団体との連携

地区担当制事業
支部社会福祉協
議会活動実績（相

談・参加等） 総評

Ｂ

① 交流の支援

地域福祉活動推
進事業（サロン事
業・自主防災事
業・介護予防事

業・世代間交流事
業）

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、各種地域福
祉活動が縮小し、件数が減少
した。一部地域においては、
新しい形での地域福祉活動が
開始された。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域福祉活
動が縮小し、件数が減少し
た。一方、地縁によらない介
護予防活動の支援ため、高
齢者通いの場づくり応援事業
を開始した。

新型コロナウイルス感染症の
影響により、件数が減少した
が、再開の準備を進めている
サロンも多い。また、高齢者通
いの場づくり応援事業の利用
は増加した。

新型コロナウイルス感染症の
影響により件数が減少した
が、再開に向けて動き出すサ
ロンが増えた。また、高齢者
の通いの場づくり応援事業の
利用は増加した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域活動の
縮小し、件数が減少した。

コロナ禍であっても実施して
いる活動には積極的に参加
たため増加した。

コロナ禍であっても実施してい
る活動に、積極的に参加した
ため増加した。

コロナ後の地域福祉活動の
再開や立て直しに向け各地区
に出向きサロン等の活動支援
を行った。

継続して地域へ積極的に出向
き、新規サロンの立ち上げな
どを行った。

①
体制整備・情報発

信

福祉サービス利用
援助事業の関係
機関への周知

総評

日常生活圏域連携会議や地
域ケア会議等において、地域
包括支援センター等に向けて
情報提供を実施した。

日常生活圏域連携会議等に
おいて、地域包括支援セン
ター等に向けて、また民生委
員児童委員協議会役員会に
て報告及び情報提供を実施
した。

日常生活圏域連携会議や地
域ケア会議等において、地域
包括支援センター等に向けて
情報提供を実施した。

日常生活圏域連携会議や民
生委員児童委員協議会役員
会にて報告及び情報提供を
行った。またSNS及びホーム
ページを活用し、生活支援員
の募集を行った。

② 制度の利用促進

福祉サービス利用
援助事業契約件

数
総評

情報発信により、利用件数が
増加した。地域の権利擁護の
推進を図ることができた。

新規相談が増加したため、契
約件数が増加した。また、み
どり市への移管が翌年になっ
た。

みどり市の利用者の多くがみ
どり市社協へ移管したため、
契約件数が減少したが、新規
契約数は増加している。

情報発信により、利用件数が
増加した。

Ｂ Ｂ Ｂ Ｂ

Ｄ Ｄ

①
相談支援拠点の

整備

生活福祉資金貸
付相談件数

総評

生活福祉資金貸付特例貸付
の実施に伴い、相談件数が大
幅に増えた。

生活福祉資金貸付特例貸付
の実施に伴い、相談件数が
増加した。

生活福祉資金貸付特例貸付
が、令和4年9月で終了したた
め、相談件数が減少傾向にあ
る。

生活福祉資金貸付特例貸付
が終了したため、相談件数が
減少傾向にある。生活福祉資
金貸付の相談は増加してい
る。

生活福祉資金貸付特例貸付
が終了したため、相談件数、
貸付件数ともにコロナ禍前に
戻っている。

令和６年度令和４年度

Ａ

② 連携・協力

個別支援ケースへ
の相談件数

総評

地区担当者が制度の狭間に
ある個別支援ケースへの対応
を関係機関と連携・協力し実
施した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、個別支援
ケースの相談が減少した。

本人からの相談が増加し、社
協全体で相談体制がとれてい
る。

専門職からの相談が増加し、
社協に限らず多職種との連携
を実施することができた。

令和５年度

Ａ

Ｄ Ｂ

Ａ Ｃ Ｄ Ｄ

Ｄ Ｃ Ｂ Ｄ

Ｃ Ｃ Ｃ Ｄ

ひきこもりに関する相談も
増加し、制度の狭間にある
ケースへ多機関で介入でき
た。

日常生活圏域連携会議や民
生委員児童委員協議会役員
会にて報告及び情報提供を
行った。またSNS及び機関紙
を活用し、生活支援員の募集
を行った。

包括支援センターや施設関係
者等から、利用希望者の情報
を沢山得ることができ、新規
契約者数が増加した。



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協 令和２年度 令和３年度

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。
基本目標２

支え合いの仕組みづくり

C：変化なし

令和６年度令和４年度 令和５年度

4-2 R2 10 12 評価

R3 10 8

R4 10 2

R5 10 10

単位：回 R6 10 7

R2 22 0 評価

R3 22 1

R4 22 1

R5 22 0

単位：回 R6 22 15

5-2 R2 120 153 評価

R3 130 153

R4 140 98

R5 150 168

単位：回 R6 150 123

R2 50 54 評価

R3 50 65

R4 50 53

R5 50 54

単位：回 R6 50 43

地
域
全
体
に
よ
る
ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
化
の
推

進

ネ

ッ
ト
ワ
ー

ク
に
よ
る
支
援
が
必
要
な

人
の
把
握
と
そ
の
支
援
体
制
の
整
備

Ｂ Ｂ

Ｂ Ｃ Ｂ Ｄ

Ｂ Ｄ

② 必要な情報の提供

連絡会を設立し、連携強化、
支援体制を整備した。

有事の際の連絡方法の整備
や災害時に活用できる物品等
の確認を各地区ごとに実施し
た。

Ａ

Ｄ

小地域における災害時に関す
る情報交換会・情報交換会代
表者会議を開催し、災害時の
応援体制、公益的な取組、連
絡会設立に向けた情報交換
を実施した。

小地域における災害時に関
する情報交換会・情報交換会
代表者会議を開催し、災害時
など地域における公益的な
取組等について情報交換し、
社会福祉法人の連携を図っ
た。

地域ケア会議への
参加回数

総評

Ａ

Ａ

②

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地区別懇談
会の開催は１ヵ所のみとなっ
てしまったが、開催準備とし
て支部長等に個別に説明し
た。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
な情報共有の場である地区別
懇談会の開催が１か所しか出
来ず、周知が十分できていな
い。一部の支部長（区長）に対
しては個別訪問を行い、説明
を実施した。

協議体設置地区において地
域福祉課題の抽出と解決に
向けた検討を行った。次年度
に協議体未設置地区も含め
た全地区での地区別懇談会
開催に向けて、準備を行っ
た。

協議体設置地区で地域福祉
課題を把握し、解決に向けた
検討を行った。協議体未設置
地区を含めた全地区15ヶ所
（22地区）で地区別懇談会を
開催した。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、地域の定期
的な情報共有の場である地区
別懇談会が開催できず、地域
福祉課題解決に向けた検討
が出来なかった。

多職種による個別支援事例・
地域課題の検討を図り、地域
のインフォーマルサービスに
ついての情報提供を実施し
た。

多職種による地域ケア会議
に積極的に参加した。地域の
インフォーマルサービスにつ
いての情報提供を実施すると
ともに地域課題の把握に努
めた。

多職種による地域ケア会議に
積極的に参加した。地域のイ
ンフォーマルサービスについ
ての情報提供を実施するとと
もに地域課題の把握に努め
た。

多職種による地域ケア会議に
積極的に参加した。地域のイ
ンフォーマルサービスについ
ての情報提供を実施するとと
もに地域課題の把握に努め
た。

多職種による地域ケア会議に
積極的に参加した。地域のイ
ンフォーマルサービスについ
ての情報提供を実施するとと
もに地域課題の把握に努め
た。

個別支援機関としての周知が
なされ、相談件数が増加し
た。相談増加に伴い、関係機
関とのより一層の連携が必要
となり、関係機関との事例に
対する検討・対応が増加し
た。

関係機関に周知したことで、
相談件数が増加した。複雑な
事例が増えてきているので職
員のｽｷﾙｱｯﾌﾟが必要である。

各専門機関の役割や支援内
容の理解が深まり、より良好
な関わりができている。

重層的支援体制整備事業の
移行準備事業を受託したこと
で、より多職種との連携を意
識した支援を実施することが
できた。

地域医療連携室やケアマネ
ジャーなどと連携の在り方に
ついて情報交換を行い、円滑
な連携について協議した。

継走訓練を実施し、地区ごと
の連携の確認を行った。ま
た、指定福祉避難所と要配慮
者とのマッチングを行い、個別
避難計画作成に協力した。

体制整備

地区別懇談会開
催回数

総評

①
社会福祉法人との

連携

社会福祉法人・社
会福祉施設連絡

会の開催
総評

Ｄ Ｄ

Ｃ Ａ Ｂ Ｄ

Ｄ Ｂ

① 支援体制の構築

個別支援ケースに
おける関係機関と

の連携回数
総評



第３次桐生市地域福祉活動計画　進捗状況評価　

A：大きく推進した B：推進した

D：後退した E：廃止した

取組の
方向性

No 取組
事業の成果を表す

主な指標
年度 目標値実績値 社協

1-3 R2 6 7 評価

R3 6 2

R4 6 1

R5 6 4

単位：回 R6 6 9

2-3 R2 220 100 評価

R3 220 93

R4 220 90

R5 220 111

単位：件 R6 220 136

R2 5 0 評価

R3 10 0

R4 15 0

R5 20 0

単位： R6 25 28

3-3 R2 35 2 評価

R3 35 0

R4 35 14

R5 35 21

単位：件 R6 35 22

R2 1,500 48 評価

R3 1,500 0

R4 1,500 602

R5 1,500 765

単位：名 R6 1,500 823

4-3 R2 1 1 評価

R3 1 1

R4 1 1

R5 1 1

単位：回 R6 1 1

昨年度と比較し、市内学校機
関からの依頼が増加し受講者
数が増加した。

①
担い手の発掘・養
成及び情報発信

福祉のまちづくり
セミナーの開催

サロンで活用できる健康づくり
と実技についてセミナーを開
催し、集いの場づくりへの支
援を行った。

新型コロナウイルス感染症対
策をしながら、福祉体験学習
を再開した。

福祉体験学習を再開したこと
により、市内学校機関からの
依頼が増加し実施件数が増
加した。

昨年度と比較し、市内学校機
関からの依頼が増加し実施件
数が増加した。

認知症になっても安心して暮
らせるまちづくりのためのセミ
ナーを開催し、予防法や接し
方を学ぶことで集いの場づくり
への支援を行った。

総評

担い手の発掘・養成に向け、
福祉のまちづくりセミナーを映
像資料を作成した。定年退職
者向けの取組及び勤労世代
へ向けの地域福祉活動につ
いては、実施できていない。

地域福祉活動計画の理解促
進・住民主体による地域福祉
活動推進のため開催した。新
型コロナウイルス感染拡大予
防のため参集形式およびオ
ンライン配信を併用した。

新型コロナウイルス感染症対
策をしながら、3年ぶりに参集
形式で開催することができた。
防災と福祉について考える機
会を市民に提供した。

Ｃ Ｃ Ｂ Ｂ Ｃ

① 学校教育との連携

福祉体験学習の
実施件数

Ｄ

Ｄ Ｄ

地
域
福
祉
推
進

の
た
め
の
協
働

市
民
活
動
の
推
進

福
祉
教
育
の
推
進

地
域
の
人
材
育

成

福祉体験学習を再開したこと
により、市内学校機関からの
依頼が増加し受講者数が増
加した。

ボランティアの相
談支援（登録・マッ
チング・ニーズ）

②
体験学習機会の

提供

福祉体験学習受
講者数

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
ニーズが少ないため、ホーム
ページ及びSNSによる活動紹
介及び情報提供ができていな
い。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響は残るものの、ボラ
ンティアニーズが少ないため、
ホームページ及びSNSによる
活動紹介及び情報提供がで
きていない。

総評

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、福祉体験学
習（車椅子・視覚障害者体験・
高齢者疑似体験）が実施出来
ず、講話のみとなり、件数が
減少した。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、福祉体験学
習は中止とした。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、福祉体験学
習（車椅子・視覚障害者体験・
高齢者疑似体験）が実施出来
ず、講話のみとなり、受講者
数が減少した。

新型コロナウイルス感染症拡
大防止のため、福祉体験学
習は中止とした。

新型コロナウイルス感染症対
策をしながら、福祉体験学習
を再開した。

ホームページや
SNS等の活用によ

る情報発信
総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
ニーズが少ないこともあり、
ホームページ及びSNSによる
活動紹介及び情報提供がで
きていない。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
ニーズが少ないため、ホーム
ページ及びSNSによる活動紹
介及び情報提供ができてい
ない。

① 協働の場づくり

地域福祉計画・地
域福祉活動計画
打ち合わせ会議

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響はほぼ解消し、全体
の件数の増加と相談内容の
幅が広がった。

② 情報提供

総評

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
活動は縮小し、件数が減少し
た。若年向けボランティア、勤
労世代への働きかけは実施
できていない。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
活動は縮小し、全体の件数
が減少した。特に、個人のボ
ランティア登録者数が激減し
た。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響により、ボランティア
活動は縮小し、全体の件数が
減少した。特に、個人のボラン
ティア登録者数が減っている。

新型コロナウイルス感染症拡
大の影響が残るものの、全体
の件数は増加した。① 活動の支援

Ｄ

Ｄ Ｃ

Ｄ Ｄ Ｂ Ｂ

Ｄ

※「評価」欄については、当該年度の事業（おもな取組）の推進結果について、下記基準によりA～Eの記号を記載してください。

基本目標３

地域を支える
人づくり・活動の促進

C：変化なし

ＤＤ

総評

地域福祉計画・地域福祉活動
計画に進捗についての情報
共有及び今後の推進に向け
た協議を関係機関で行った。

地域福祉計画・地域福祉活
動計画に進捗についての情
報共有及び今後の推進に向
けた協議を行うとともに、初
年度の評価を実施した。

地域福祉計画・地域福祉活動
計画の進捗について情報共
有及び今後の推進に向けた
協議を行うとともに、2年目の
評価を実施した。

地域福祉計画・地域福祉活動
計画の進捗についての情報
共有及び次期計画策定に向
けた協議を関係機関で行っ
た。

地域福祉計画・地域福祉活動
計画の進捗についての情報
共有及び次期計画策定に向
けた協議を関係機関で行っ
た。

令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

Ａ

Ｄ Ｄ Ｃ Ｄ

Ｄ Ｄ Ｃ

ホームページ及びSNSによる
活動紹介及び情報提供を行っ
た。

Ｄ

Ｄ Ｄ Ｂ


